


国立国会図書館の

関係資料
�y������
鉄道

������������������ 特別企画　鉄道 150 年

   

鉄
道
に
関
す
る
本
や
サ
イ
ト
は
ま
さ
に
汗

牛
充
棟
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

  

鉄
道
創
業
後
一
五
〇
年
間
の
歴
史
に
か
か

わ
る
本
を
数
え
上
げ
れ
ば
、
国
立
国
会
図
書

館
に
も
膨
大
な
蔵
書
が
あ
り
ま
す
。

　

と
い
っ
て
も
一
体
何
が
あ
る
の
か
？

　

と
い
う
方
の
た
め
に
、
鉄
道
史
に
造
詣
の

深
い
三
木
理
史
先
生
（
奈
良
大
学
文
学
部
教

授
）
に
よ
る
鉄
道
の
歴
史
書
、
統
計
書
、
時

刻
表
な
ど
に
つ
い
て
の
誌
上
ツ
ア
ー
を
ご
用

意
し
ま
し
た
。

　　

調
査
の
糸
口
に
な
り
そ
う
な
本
や
サ
イ

ト
、
そ
し
て
新
し
く
当
館
が
公
開
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
展
示
「
鉄
道
が
変
え
た
コ
ト
・
モ
ノ
」

（
本
年
10
月
14
日
公
開
）
も
あ
わ
せ
て
ご
紹
介

し
ま
す
！

「東亰名所之内 新橋ステンシヨン蒸汽車鉄道圖」廣重（歌川広重
（3 世）） 画　萬屋孫兵衛 , [ 明治年間 ]　錦絵（38×24 cm）
3 枚続　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2542807
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二
〇
二
二
年
は
、
日
本
で
初
の
鉄
道
が
新

橋
―
横
浜
間
に
開
業
し
て
か
ら
一
五
〇
年
に

あ
た
り
、
ま
た
近
年
は
鉄
道
へ
の
社
会
的
関

心
が
高
く
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
鉄
道
フ
ァ
ン
を
意
味
す
る
「
○

○
鉄
」
の
豊
富
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
一
つ
を

と
っ
て
も
、
鉄
道
に
関
わ
る
資
料
は
経
営
か

ら
技
術
ま
で
幅
広
く
、
そ
れ
に
応
じ
て
専
門

的
な
記
録
か
ら
旅
行
に
使
う
時
刻
表
や
地
図

ま
で
多
様
な
媒
体
に
跨
が
り
、
関
連
出
版
物

も
多
彩
な
内
容
に
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
立
国
会
図
書
館
（
以
下
、
国
会
図
書

館
）
の
源
流
で
あ
る
文
部
省
書
籍
館
の
設
立

も
一
八
七
二
年
で
す
か
ら
、
奇
し
く
も
日
本

の
国
会
図
書
館
と
鉄
道
は
同
期
生
に
な
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
所
管
部
局
の
相
違
も

あ
っ
て
か
、
鉄
道
創
業
に
関
わ
る
記
録
類
で

国
会
図
書
館
に
残
る
も
の
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
の
後
一
五
〇
年
間
に
鉄
道

の
紡
い
で
き
た
歴
史
に
関
わ
る
国
会
図
書
館

の
蔵
書
群
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
い
ま
Ｎ
Ｄ
Ｌ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
キ
ー
ワ
ー

ド
「
鉄
道
」
で
の
ヒ
ッ
ト
は
約
一
六
万
件
に

及
び
ま
す
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
分
の

み
で
も
三
万
件
を
超
え
ま
す
（
二
〇
二
二
年

八
月
現
在
）。
そ
の
豊
富
さ
た
る
や
、
本
稿
の

限
ら
れ
た
誌
面
で
紹
介
し
き
れ
る
も
の
で
も
、

ま
た
筆
者
が
も
ち
ろ
ん
全
て
を
熟
知
し
て
い

る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら

筆
者
が
目
を
と
め
た
も
の
、
あ
る
い
は
興
味

を
感
じ
た
も
の
の
一
部
を
紙
幅
の
許
す
限
り

ご
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

三
木 

理
史

国
立
国
会
図
書
館
資
料
に
み
る

　
鉄
道
関
係
資
料
　
―
鉄
道
を
調
べ
る
―  

「東海名所改正道中記五　蒸気の待合　神奈川」廣重
（歌川広重（3 世）） 画　山清 , 明治 8 [1875]　錦
絵（35×24 cm）1 枚　（『改正五十三驛』所収）　
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9369213

三木 理史  氏（奈良大学文学部教授） 

専門は人文地理学。著書に『地域交通体系と
局地鉄道―その史的展開』（日本経済評論社、
2000 年）、『移住型植民地樺太の形成』（塙書
房、2012 年）などがある。「統計書をどのように
利用するか」「地図・写真をどのように利用する
か」といった具体的な切り口から専門的情報に
つながる調査手法を整理した『近・現代交通史
調査ハンドブック』（古今書院、2004 年）も広く
活用されている。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9369213
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（上）https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2127152
（中）https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2127166
（下）https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2127183
（全てモノクロ画像）
ＵＲＬは国立国会図書館デジタルコレクションＵＲＬ

　

鉄
道
省
（
現
国
土
交
通
省
の
前
身
官
庁
の

一
つ
）
が
鉄
道
創
業
五
〇
年
（
一
九
二
二
年
）

を
記
念
し
て
編
さ
ん
し
た
本
格
的
な
日
本
の

鉄
道
公
史
の
先
駆
で
、
上
・
中
・
下
の
全
三

篇
か
ら
成
り
ま
す
。
そ
の
後
創
業
一
〇
〇
年

（
一
九
七
二
年
）
を
機
に
日
本
国
有
鉄
道
（
以

下
、
国
有
の
鉄
道
を
「
国
鉄
」
と
略
す
）
は

『
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
』（
全
一
四
巻
、
ほ

か
に
通
史
、
年
表
、
索
引
・
便
覧
巻
等
）
を

編
さ
ん
し
ま
し
た
が
、
当
時
の
国
鉄
の
年
史

と
い
う
立
場
を
採
っ
た
た
め
か
、
民
営
鉄
道

（
以
下
、
民
鉄
）
に
関
す
る
叙
述
は
国
鉄
と

関
係
を
も
つ
範
囲
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
『
日
本
鉄
道
史
』
は
、
民

鉄
に
も
相
当
な
頁
を
割
き
、
当
時
残
存
し
て

い
た
原
典
に
当
た
る
正
攻
法
で
編
さ
ん
し
た

た
め
、
そ
の
後
紛
失
に
よ
っ
て
現
在
は
参
照

困
難
な
関
連
史
料
の
内
容
を
知
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
鉄
道
一
五
〇
年
の
記
念
年
に
因
ん

で
、
上
の
写
真
で
新
橋
―
横
浜
間
開
業
に
関

わ
る
頁
を
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

鉄道省 編・刊　1921 年
『日本鉄道史』上・中・下篇

上篇より。新橋・横浜間の開業のことが記されている。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2127152
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2127166
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2127183
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一
九
〇
六
～
〇
七
年
の
「
鉄
道
国
有
化
」

に
よ
っ
て
国
鉄
の
組
織
も
一
挙
に
大
規
模
化

し
、
〇
八
年
に
統
括
組
織
と
し
て
鉄
道
院
を

設
置
し
ま
し
た
。
鉄
道
業
界
は
経
営
と
技
術

に
大
別
で
き
ま
す
が
、
そ
の
技
術
部
局
を
中

心
に
以
後
主
要
な
新
線
の
完
成
時
に
工
事
記

録
を
刊
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
路
線

の
起
源
や
工
事
概
況
の
み
な
ら
ず
、
断
面
図

な
ど
の
図
版
類
、
各
停
車
場
の
竣
工
時
の
写

真
な
ど
を
収
録
し
、
そ
れ
ら
は
沿
線
地
域
の

貴
重
な
記
録
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

上
に
掲
載
の
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
網

走
線
は
、
現
在
の
石
北
本
線
北
見
―
網
走

間
と
、
池ち

ほ
く北
線
（
の
ち
北
海
道
ち
ほ
く
高

原
鉄
道
、
現
廃
止
）
を
併
せ
た
路
線
で
、

一
九
三
二
年
の
現
石
北
本
線
経
路
の
完
成
ま

で
道
央
か
ら
網
走
へ
の
主
要
経
路
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
断
面
図
か
ら
は
小し

ょ
う
と
し
べ
つ

利
別
―

置お
け
と戸
間
が
分
水
嶺
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

鉄道院北海道建設事務所 編・刊　1912 年

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/949825（モノクロ画像）

『網走線建設概要』

北海道網走線縦断面図

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/949825
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拡大した中央部分。ちょうど小利別―置戸
駅が分水嶺となっている。
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鉄
道
省
は
、
そ
の
前
身
の
内
閣
鉄
道
局
時

代
か
ら
『
鉄
道
局
年
報
』
を
刊
行
し
、
早
く

か
ら
「
鉄
道
統
計
図
表
」
な
ど
統
計
の
刊
行

に
も
着
手
し
て
い
ま
し
た
。
長
期
に
蓄
積
さ

れ
た
年
報
、
統
計
の
お
か
げ
で
、
他
の
陸
海

空
の
交
通
機
関
に
比
べ
て
鉄
道
の
歴
史
は
実

証
的
な
研
究
が
格
段
に
容
易
で
す
。

　

一
方
で
統
計
は
無
味
乾
燥
な
数
字
の
羅
列

を
逃
れ
ま
せ
ん
が
、
一
時
期
な
が
ら
そ
れ
か

ら
作
図
し
た
カ
ラ
フ
ル
な
図
表
を
別
仕
立
て

で
刊
行
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
上

の
統
計
は
鹿
児
島
本
線
の
貨
物
輸
送
量
を
区

間
別
に
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
、
小
倉
―
折お

り

尾お

間
の
上
り
列
車
（
同
線
は
門
司
〔
現
門
司

港
〕
起
点
の
た
め
門
司
方
面
行
き
）
の
ト
ン

数
が
突
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
折
尾
駅
で

接
続
し
て
い
た
筑
豊
本
線
か
ら
流
入
し
た
筑

豊
炭
を
、
八
幡
―
小
倉
間
に
あ
っ
た
北
九
州

の
工
業
地
帯
に
運
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
当
時
の
鹿
児
島
本

線
は
Ｊ
Ｒ
時
代
の
同
線
経
路
と
は
異
な
り
、

熊
本
県
以
南
が
現
在
の
肥ひ

薩さ
つ

線
経
由
で
あ
る

こ
と
も
人
吉
や
吉
松
な
ど
の
駅
名
か
ら
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

『貨物運輸統計図表』鉄道省運輸局　1925 年

鹿児島本線の貨物輸送量

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1906439
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話
題
が
九
州
に
飛
ん
だ
の
で
、
そ
の
ま
ま

同
地
の
話
題
を
つ
づ
け
ま
し
ょ
う
。
数
あ
る

鉄
道
関
係
の
刊
行
物
中
で
、
隠
れ
た
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
の
異
名
を
と
る
「
時
刻
表
」
に
は
三

宅
俊
彦
『
時
刻
表
百
年
の
あ
ゆ
み
』（
成
山

堂
書
店
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
の
研
究
書
も

あ
り
、
明
治
期
か
ら
刊
行
が
継
続
し
、
ま
た

そ
れ
ら
の
主
要
な
も
の
は
復
刻
さ
れ
て
入
手

も
容
易
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

時
刻
検
索
ア
プ
リ
盛
行
の
昨
今
、
紙
媒
体

の
時
刻
表
の
配
布
終
了
も
絶
え
ま
せ
ん
が
、

北
海
道
な
ど
で
地
方
版
時
刻
表
の
刊
行
、
販

売
が
辛
う
じ
て
継
続
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
北
海
道
の
地
方
版
時
刻
表
の
創
刊
は
先
の

三
宅
著
に
よ
れ
ば
一
九
二
三
年
五
月
と
さ
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
九
州
版
に
あ
た
る
こ

の
書
も
地
方
版
の
草
創
期
の
も
の
と
考
え
ら

れ
そ
う
で
す
。
現
行
の
縦
配
列
の
誌
面
を
見

慣
れ
た
身
に
は
、
同
時
期
の
全
国
版
の
『
汽

車
汽
舩
旅
行
案
内
』
に
も
共
通
す
る
横
配
列

の
誌
面
は
幾
度
見
て
も
馴
染
め
ま
せ
ん
。
他

方
接
続
す
る
民
鉄
（
島
原
鉄
道
）
の
時
刻
表

が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
点
は
、
現
行
の
巻
末

に
民
鉄
を
別
に
ま
と
め
た
編
集
よ
り
見
や
す

く
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
書
肆
で
あ
る
大
阪

駸
々
堂
旅
行
案
内
部
に
も
惹
か
れ
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
深
入
り
は
避
け
て
お
き
ま
す
。

『九州線汽車時間表』
第 80 号
鉄道省 編・刊　1926 年
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/914814（モノクロ画像）

島原鉄道

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/914814
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『鐡道停車場一覧』 
大正 6 年 3 月 31 日現在
鐵道院 [1917 年 ] 

　

時
刻
表
と
と
も
に
利
用
者
に
馴
染
み
深
い

駅
は
、
本
来
古
代
駅
制
に
お
い
て
人
馬
継
ぎ

立
て
を
行
う
施
設
に
対
し
て
充
て
た
道
路
施

設
の
名
称
で
、
鉄
軌
道
で
は
「
停
車
場
」
や

「
停
留
場
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

官
報
や
国
鉄
の
公
報
な
ど
ま
で
遡
及
調
査
し

た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
も
と
に
、石
野
哲
編『
停

車
場
変
遷
大
事
典　

国
鉄
・
Ｊ
Ｒ
編
』（
Ｊ

Ｔ
Ｂ
、
一
九
九
八
年
）
が
編
さ
ん
さ
れ
た
現

在
、
も
は
や
原
典
の
「
停
車
場
一
覧
」
に
あ

た
る
必
要
も
減
っ
て
き
ま
し
た
。

  

「
停
車
場
一
覧
」
は
、
国
鉄
に
つ
な
が
る

前
身
組
織
が
ま
と
め
た
要
覧
に
あ
た
り
、
現

存
最
古
の
確
認
例
は
鉄
道
博
物
館
所
蔵
の

『
逓
信
省
公
文
書
』（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
、
丸
善
、

二
〇
一
五
年
）
第
一
五
二
巻
に
綴
じ
込
ま
れ

た
一
九
〇
七
年
二
月
現
在
の
よ
う
で
す
が
、

国
会
図
書
館
は
四
番
目
に
古
い
一
九
一
七
年

三
月
現
在
の
も
の
を
所
蔵
し
、
デ
ジ
タ
ル
公

開
し
て
い
ま
す
。
掲
載
内
容
は
国
鉄
線
に
関

す
る
停
車
場
の
名
称
、
駅
間
哩
程
、
累
計
哩

程
、
所
在
地
名
、
営
業
開
始
年
月
日
を
本
編

と
し
、
付
属
の
国
鉄
線
と
旅
客
や
貨
物
の
直

通
運
輸
契
約
を
結
ん
だ
連
帯
運
輸
線
で
あ
る

民
鉄
や
航
路
な
ど
も
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
実

は
相
当
数
の
民
鉄
ま
で
守
備
範
囲
に
し
て
い

ま
す
。
国
鉄
・
Ｊ
Ｒ
に
つ
い
て
ほ
ぼ
完
璧
な

『
停
車
場
変
遷
大
事
典
』
が
編
さ
ん
さ
れ
た

現
在
、
実
は
こ
ち
ら
が
有
用
で
あ
っ
た
り
し

ま
す
。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3461950

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3461950
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『客車略図 上巻』鉄道院 編・刊  1911 年

　

そ
う
し
た
鉄
道
の
線
路
上
を
走
行
し
て
旅

客
や
貨
物
を
運
ん
だ
車
両
の
記
録
が
「
○
○

略
図
」
と
称
す
る
図
面
集
で
す
が
、
国
会
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
見
ら
れ
る

客
車
の
図
面
を
例
示
し
ま
す
。
最
古
の
「
客

車
略
図
」
は
一
八
九
三
年
の
も
の
が
確
認
さ

れ
、
ま
た
『
日
本
鉄
道
史
』
が
創
業
期
の

「
最
古
客
車
図
」
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
も
知

ら
れ
て
き
ま
し
た
（
青
木
栄
一
「
わ
が
国
の

鉄
道
に
お
け
る
初
期
の
客
車
の
変
遷
に
つ
い

て
」『
都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
号
、

一
九
六
六
年
）。

　

そ
れ
ら
先
駆
作
が
あ
る
と
は
い
え
、
本
図

面
集
は
一
九
〇
六
～
〇
七
年
の
鉄
道
国
有
化

に
よ
っ
て
鉄
道
院
の
継
承
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

客
車
の
図
面
を
、
本
格
的
印
刷
に
付
し
た

草
創
期
の
刊
行
物
と
し
て
評
価
さ
れ
、
ま

た
復
刻
も
さ
れ
て
き
ま
し
た
（
丹
沢
新
社
、

一
九
七
四
年
）。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2942239

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2942239


14国立国会図書館月報 710号 2020.6 14国立国会図書館月報 740号 2022.12

『日立製品要覧 昭和二年』日立製作所 編　1927 年 https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1192080

いわば機関車のカタログでページをめくると機関車がたくさん！

　

技
術
系
の
話
題
を
承う

け
て
、
車
両
の
話
を

つ
づ
け
ま
す
。
鉄
道
車
両
は
自
動
車
と
異
な

り
原
則
と
し
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
生
産
が
中

心
で
す
が
、
地
方
の
中
小
鉄
軌
道
に
は
新
車

の
設
計
を
手
が
け
る
技
師
を
常
時
雇
用
で
き

る
と
こ
ろ
が
少
な
く
、
ま
た
頻
繁
に
新
車
を

導
入
し
た
わ
け
で
も
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
の

需
要
に
応
え
る
べ
く
メ
ー
カ
ー
が
レ
デ
ィ
ー

メ
ー
ド
製
品
を
売
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

日
立
製
作
所
と
い
え
ば
電
機
メ
ー
カ
ー

の
印
象
が
強
い
で
す
が
、
社
業
の
原
点
は

茨
城
県
の
日
立
鉱
山
向
け
機
械
の
修
理
で
、

一
九
二
一
年
に
は
山
口
県
都つ

の濃
郡
下く
だ
ま
つ松
村
の

日
本
汽
船
笠
戸
造
船
所
を
継
承
し
て
鉄
道
車

両
製
造
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
近
年
で
は
日

立
笠
戸
事
業
所
と
し
て
、
鉄
道
発
祥
の
イ
ギ

リ
ス
に
高
速
鉄
道
車
両
を
輸
出
し
た
実
績
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
九
二
七
年
の
製

品
カ
タ
ロ
グ
に
は
日
立
製
作
所
の
レ
デ
ィ
ー

メ
ー
ド
の
小
型
蒸
気
機
関
車
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
機
関
車
は
、
地
方
の
中
小
鉄
軌

道
用
の
み
な
ら
ず
、
産
業
用
機
械
が
充
分
で

な
か
っ
た
当
時
、
製
鉄
所
や
工
事
現
場
な
ど

重
量
物
の
構
内
搬
送
用
な
ど
に
も
使
用
し
た

こ
と
を
考
え
れ
ば
、ま
さ
に「
製
品
」で
し
た
。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1192080
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『大阪府写真帖 』大阪府　1914 年　

　
「
撮
り
鉄
」
の
話
題
が
ニ
ュ
ー
ス
を
賑
わ

す
近
年
で
は
想
像
で
き
ま
せ
ん
が
、
明
治
・

大
正
期
に
鉄
道
を
被
写
体
に
し
た
写
真
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
写
真
師
と
し
て
初
の
帝
国

技
芸
員
を
拝
命
し
た
小
川
一か

ず
ま
さ真
撮
影
の
『
日

本
鉄
道
紀
要
』（
一
八
九
八
年
、
一
九
八
一

年
復
刻
）
や
、
そ
の
小
川
に
全
国
の
機
関
車

の
撮
影
を
託
し
た
作
品
群
の
「
岩
崎
・
渡
辺

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
鉄
道
博
物
館
所
蔵
）
な

ど
が
有
名
で
す
。

　

ま
ず
、
わ
が
国
に
お
い
て
ド
イ
ツ
製
ラ
イ

カ
の
よ
う
な
携
帯
に
適
し
た
感
光
材
の
フ
ィ

ル
ム
を
用
い
た
写
真
機
が
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
主
に
昭
和
初
期
以
降
で
あ

り
、
そ
れ
ま
で
は
組
み
立
て
暗
箱
に
感
光
材

も
ガ
ラ
ス
乾
版
と
い
う
大
装
備
の
た
め
野
外

撮
影
自
体
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
さ
ら
に
明
治
末
年
頃
で
も
シ
ャ
ッ
タ
ー

ス
ピ
ー
ド
が
二
五
分
一
秒
程
度
し
か
出
せ

ず
、
撮
影
は
駅
な
ど
で
の
停
車
中
に
ほ
ぼ
限

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
文
明
開
化
の
象
徴
の
鉄
道
を
地
域
の

「
名
勝
」
と
し
て
記
録
す
る
発
想
も
稀
薄
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
明
治
末
か
ら
大
正
初
期

に
嘉
仁
皇
太
子
（
の
ち
大
正
天
皇
）
の
地
方

行
啓
時
に
は
、
全
国
の
道
府
県
で
記
念
の
名

勝
写
真
帖
が
編
さ
ん
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ

に
も
鉄
道
の
写
真
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
名
勝
写
真
帖
の
な
か
で
『
大
阪

府
写
真
帖
』
は
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
題

材
を
編
さ
ん
し
た
点
で
群
を
抜
い
て
い
ま
す

が
、
一
見
鉄
道
と
無
関
係
の
「
堺
市
全
景
」

と
し
て
収
録
さ
れ
た
一
枚
は
、
泉
北
丘
陵
か

ら
高
野
登
山
鉄
道
（
現
南
海
電
気
鉄
道
高
野

線
）
大お

お
し
ょ
う
じ

小
路
（
現
堺
東
）
駅
を
俯
瞰
し
、
電

化
か
ら
間
も
な
い
時
期
の
駅
、
車
庫
、
そ
し

て
そ
こ
に
休
む
電
車
群
を
記
録
し
て
い
ま

す
。

「堺市全景」　当時の堺市を俯瞰した写真で、旅客や貨物輸送の要衝となっていた。車庫や停車中の電車までをも捉えている。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/966056（モノクロ画像）

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/966056
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を知る本鉄道 150 年
調査の糸口になりそうな文献もさまざまです。
国立国会図書館の蔵書から、そのほんの一端をご紹介します。

『鉄道史文献目録  私鉄社史・人物史編』鉄道史学
会（編・発行）  日本経済評論社 （発売）1994 <請
求記号 D1-E182>

鉄道史学会創立 10 周年を記念して企画された文献
目録。鉄道・バス事業者やそれ以外の会社・機関、
人物史の構成をとり、末尾に、社史・事業史・人物史・
伝記についての詳細な解題を付す。

『鉄道史人物事典』鉄道史学会（編・発行） 日本
経済評論社 （発売）2013 <請求記号 D2-L10>

鉄道史学会創立 20 周年を記念して編さんされた事
典。わが国の鉄道の歴史に深く関わってきた人物の
履歴をまとめ、参考文献を付す。

『鉄道ピクトリアル』 24（12）（300）　鉄道図書刊行
会　1974.12 <請求記号 Z16-498>

文献解題の「鉄道書 300 選」の収録号。

『日本国有鉄道百年写真史』日本国有鉄道 1972　 
<請求記号 DK53-41>

日本国有鉄道創業 100 年を記念して編さんされた写
真集。写真に加え、絵画、乗車券、文書記録など
鉄道関連資料の図版を多数収録。
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『鉄道百五十年史』 全 5 巻　資料集 1 巻（予定）
2023 年 10 月刊行（予定）

～目次～

1. 統計資料、名鑑類、調査・レポート等

2. 専門雑誌・新聞

3. 国立国会図書館オンラインで検索するには

4. インターネット情報源

＞主題から調べる

＞産業情報ガイド

＞サービス業

＞鉄道業について調べるには（統計・名鑑・インターネッ
ト情報源等）

https://rnavi.ndl.go.jp/jp/guides/post_709.html

鉄道業について調べるには（統計・名鑑・
インターネット情報源等）のページから

編さん中の本より

他にも鉄道、航空、船舶の時刻表の調べ方をまとめた「時刻表」のページもあります。

NDL ウェブサイト　リサーチ・ナビ＞資料の種類から調べる＞時刻表
https://rnavi.ndl.go.jp/jp/timetable/theme_honbun_102066.html

調べものに役立つ国立国会図書館（NDL）作成のサイト「リ
サーチ・ナビ」でも鉄道を調べるための文献や情報源を
紹介しています！　リサーチ・ナビとは特定の
テーマやトピックの調べものに役立つ資料や
調べ方を紹介したサイトです。インターネット
上で、自由に読むことができます。
https://rnavi.ndl.go.jp/jp/index.html

鉄道創業から 150 年を記念して編さんされている図
書もある。鉄道史研究者を中心に執筆が進められて
いる『鉄道百五十年史』においては、経営史、技
術史に目配りしながら国鉄、民鉄、公鉄（公営鉄道）
全般を叙述する「総合鉄道史」が目指されている。
事務局は、公益財団法人交通協力会が担当。

（参考）原朗「『 鉄道百五十年史 』の概要と編集状況」『JR 
gazette』78（1）（847）2020.1 pp.38-42

※イラストの出典：いらすとや　https://www.irasutoya.com/2016/10/blog-post_450.html

NDLウェブサイト
リサーチ・ナビにも！

https://rnavi.ndl.go.jp/jp/guides/post_709.html
https://rnavi.ndl.go.jp/jp/timetable/theme_honbun_102066.html
https://rnavi.ndl.go.jp/jp/index.html
https://www.irasutoya.com/2016/10/blog-post_450.html
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https://www.ndl.go.jp/kaleido/entry/32/

鉄道開業 150年を記念し、鉄道が近代の日本に与えた影響を「時間感覚」「産業」
「まちづくり」「旅行・観光」の 4つのテーマで紹介するオンライン展示を公開
中です。明治初期に描かれた鉄道の登場する浮世絵、大正・昭和初期の鉄道路
線図、時刻表、鉄道旅行ガイド等、鉄道に関する当館所蔵資料の数々を詳しい
解説とともにお楽しみいただけます。

https://www.ndl.go.jp/kaleido/entry/32/
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先
日
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
を
最
後
に
、
Ｊ
Ｒ
全
社
が
普
通
回

数
券
の
販
売
を
終
了
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
習
い
事

に
通
う
と
き
、
友
人
と
旅
行
へ
行
く
と
き
…
…
折
々
に
お

世
話
に
な
っ
た
回
数
券
。
ふ
と
疑
問
が
浮
か
び
ま
す
。

　
「
回
数
券
っ
て
い
つ
か
ら
あ
る
の
？
」

　

科
学
技
術
・
経
済
情
報
室
（
東
京
本
館
）
に
は
、
日
々
、

利
用
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

当
室
が
受
け
る
の
は
、
科
学
技
術
や
医
学
、
経
済
、
社
会
、

教
育
に
関
連
し
た
も
の
。
冒
頭
の
、
鉄
道
の
回
数
券
に
ま

つ
わ
る
問
い
も
当
室
の
守
備
範
囲
で
す
。私
た
ち
職
員
は
、

利
用
者
が
目
的
の
情
報
に
た
ど
り
着
け
る
よ
う
、
カ
ウ
ン

タ
ー
で
、
電
話
で
、
文
書
で
、
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
回
数
券
制
度
の
は
じ
ま
り
を
知
る
た
め
に
は
、

ど
ん
な
資
料
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
国
立
国
会
図
書
館
が
提
供
す
る
、
調
べ
も
の
に

役
立
つ
情
報
を
ま
と
め
た
コ
ン
テ
ン
ツ
「
リ
サ
ー
チ
・
ナ

ビ
」
の
「
鉄
道
業
に
つ
い
て
調
べ
る
に
は
」
を
チ
ェ
ッ
ク
。

鉄
道
に
つ
い
て
調
べ
る
の
に
有
用
な
資
料
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。
そ
の
ひ
と
つ
、『
日
本
の
鉄
道
（「
知
」
の

ナ
ビ
事
典
）』
は
鉄
道
の
事
典
と
い
う
こ
と
で
参
考
に
な

り
そ
う
。
現
物
を
見
て
内
容
を
確
か
め
ま
す
。—

—

「
切

符
・
乗
車
券
」
の
項
に
、
切
符
に
つ
い
て
調
べ
る
た
め
の

図
書
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
中
の『
国

鉄
乗
車
券
類
大
事
典
』
な
ん
て
よ
い
の
で
は
。
あ
、
ち
ょ

う
ど
同
じ
棚
に
あ
り
ま
す
。
目
次
を
見
る
と
「
回
数
乗
車

券
の
歴
史
」
と
い
う
見
出
し
。
こ
れ
は
期
待
が
持
て
る
！

…
…
と
、こ
ん
な
ふ
う
に
行
き
着
け
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、

そ
う
う
ま
く
運
ば
な
い
の
が
現
実
で
す
。
質
問
を
受
け
る

た
び
、
お
た
ず
ね
の
情
報
が
ど
ん
な
資
料
に
載
っ
て
い
る

の
か
、
載
っ
て
い
る
資
料
は
そ
も
そ
も
存
在
す
る
の
か
、

定
か
で
な
い
ま
ま
探
す
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
そ

れ
で
も
探
し
あ
て
、
利
用
者
に
紹
介
す
る
と
こ
ろ
ま
で
こ

ぎ
着
け
た
と
き
、
そ
の
資
料
に
光
を
当
て
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
な
気
が
し
て
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

　

と
き
ど
き
、
書
架
に
並
ぶ
資
料
を
眺
め
な
が
ら
、
こ
の

う
ち
の
ど
れ
く
ら
い
が
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
考
え
ま
す
。
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、

利
用
さ
れ
る
機
会
を
逸
し
た
資
料
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
、と
も
。
資
料
は
い
つ
も
、利
用
さ
れ
る
か
否
か
の
〝
分

岐
点
〟に
あ
り
ま
す
。
必
要
と
す
る
誰
か
が
あ
ら
わ
れ
て
、

出
番
が
め
ぐ
っ
て
き
た
と
き
に
、
そ
の
分
岐
点
に
立
ち
会

い
、
資
料
が
活
き
る
道
を
選
べ
る
よ
う
に
。
そ
ん
な
こ
と

を
思
い
な
が
ら
、知
識
を
蓄
え
、経
験
を
重
ね
る
毎
日
で
す
。

（
科
学
技
術
・
経
済
課　

滑
空
モ
モ
ン
ガ
）

分岐点にて
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読書が変わる？　国立国会図書館の新たなサービス

“ 個人送信 ”  

　古い本を読むとき、どんな方法を取っていますか？　近くの図書館で借りる、古書店で買
うなど、さまざまな選択肢から、その都度目的に適った方法を選ばれていると思います。
　国立国会図書館（NDL）が 2022年 5月19日に開始した「個人向けデジタル化資料送
信サービス」（略称：個人送信）によって、より効率的に読書や調べものができるようにな
りました。今までインターネット上で公開されていた資料57万点に加えて、絶版等の理由
で入手が困難になった資料（絶版等資料）152万点についても、ご自分の端末からアクセ
スできるようになったからです。
　もっとも、始まったばかりのサービスのため、利用手順に分かりにくい点もあるかもしれ
ません。この記事では、利用者の皆さんから実際にいただいた質問をもとに、よくある10
の質問に答えます。

アクセスして
みよう！

個人送信とは？　
国立国会図書館のデジタル化済の資料のうち絶版等
の理由で入手が困難になった資料を、インターネット
を通じてご自身の端末（パソコン、タブレット）等で
ご覧いただける新たなサービスです。

開始の背景
コロナ禍において、デジタル化された資料の活用へ
の要望が高まったことを受け、2021 年の著作権法の
改正により、2022 年 5月19日から開始されました＊。
＊「国立国会図書館のデジタル化資料の個人送信に関する合意文書」
（2021年12月3日）に基づいて開始

※数値はサービス開始時点

以前から利用可能

国立国会図書館

国立国会図書館デジタル
化資料のうち、絶版等の理由
で入手が困難なもの

【約 152 万点】 従来、公共図書館や大学
図書館等で利用可能

個人向けデジタル化資料送信サービス（略称：個人送信）とは？

蔵書
デジタル化

著作権保護期間満了・許
諾等によりインターネット公開

【約 57 万点】

2021 年著作権法改正により
個人への送信も可能に
【2022 年 5月19日開始】

QQ  &&  AA
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利用規約への同意

①利用者 ID・PWを入力して国立国会図書館オンラインにログインする。
②最新の利用規約が自動表示される。
③内容を確認し、画面下部に表示される「同意する」ボタンを押してください。
詳しくは以下のページをご覧ください。
https://www.ndl.go.jp/jp/use/digital_transmission/individuals_index.html

A
Q1 誰でも使えますか？

日本国内居住の登録利用者（本登録）であれば
ご自分の端末からアクセスできます。

A
Q2 どうやったら使えますか？

登録利用者（本登録）はウェブサイト（国立国会図書館オンライン）上で利用
規約に同意した上で、国立国会図書館デジタルコレクション上で使えます。
https://ndlonline.ndl.go.jp/#!/
登録利用者（本登録）以外の方は、まずは、登録をお願いします。
https://www.ndl.go.jp/jp/use/digital_transmission/individuals_index.
html#registration

ふむふむ

https://www.ndl.go.jp/jp/use/digital_transmission/individuals_index.html
https://ndlonline.ndl.go.jp/#!/
https://www.ndl.go.jp/jp/use/digital_transmission/individuals_index.html#registration
https://www.ndl.go.jp/jp/use/digital_transmission/individuals_index.html#registration
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＊図書館送信：
図書館向けデジタル化資料送信サービス
の略称。同サービスに参加している公共・
大学図書館等の館内でも、個人送信と同
じ範囲の資料を閲覧可能。

個人送信・図書館送信＊

152 万点

国立国会図書館館内限定
102 万点

インターネット公開
57 万点

デジタル化資料提供状況 
（2022 年 8月時点）

A
Q3 どんな資料を見ることができますか？

約 152 万点に及ぶ絶版等資料です。
1968 年までに受け入れた図書等 55 万点、雑誌
（刊行後 5年以上経過、商業出版されていない
もの）82 万点などです。

A
Q4 資料を見るのに料金はかかりますか？

無料です。ただし、事前に国立国会図書館の利用者
登録（本登録）をしていただく必要があります。

A
Q5 画像が見られるのは、国内居住者ですか？

はい。個人送信の対象画像は、日本国内居住の登録利用者
（本登録）であれば見られます。

多くの資料が各自の端末
で

見られるようになりまし
た

152 万点も！？
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『書窓』1 巻 1 号　日本愛書
会書窓発行所　1935.4< 請
求記号 Z21-163>

『罐詰時報』24 巻 4 号通
号 269 号　日本罐詰協會　
1945.10< 請求記号 Z17-
405>

西村真次 著『鳴く虫の観察』
弥円書房　1924< 請求記号 
528-165>

竹久夢二 著『思い出ぐさ』　
竜星閣　1967< 請求記号 
726.5-Ta496o>

A
Q6 タブレットやスマートフォンでも表示できますか？

表示できます。ただし、パソコンのように画面が大きい端末で
の利用がおすすめです。

A
Q7 他の人が利用している資料に同時にアクセスできますか？

同時閲覧数は制限していないので、複数の方が同じ資料に同時に
アクセスできます。

A
Q8 個人送信の開始によって、例えばどんな資料

が見られるようになったのですか？

デジタル化されていたが著作権が切れていない図書や、
商用ではない雑誌などが新たに見られるようになったジャ
ンルです。

いろいろ
見てみたいな

こんな資料も見られます
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個人送信対象資料の見分け方

A
Q9 本文画像のスクリーンショットを取っても良いですか？

著作権法 31 条 5 項 1 号では、本文画像の複製については自己利用の
範囲内において認められています。なお、スクリーンショットで作成した
本文画像をメールで送信する行為や、ソーシャルネットワーキングサービス
（SNS）などにアップロードする行為は法令違反に該当する場合があるこ
とから利用規約 6(1) において注意喚起を行っています。

A
Q10 自宅や職場のプリンターで印刷はできますか？

現在は資料を見ることのみ可能です。2023 年 1 月にはプリント
アウト機能の追加を目指しています。

今年の 12月には国立国会図書館デジタル
コレクションがリニューアルするよ

もうすぐ開始です
！

検索結果一覧画面

コンテンツ閲覧画面



国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。
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竹紙の現在と文化財修理
国宝修理装潢師連盟 編・刊
2021.3
62 p ; 30 cm + DVD-Video 1枚 (12 
cm)<請求記号 YU17-M263>

　

竹
を
使
用
し
た
独
特
な
風
合
い
の
表
紙

に
、
竹
紙
の
製
造
過
程
を
示
す
絵
が
印
刷
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
表
紙
絵
は
、
中
国
、
明
代

の
産
業
技
術
書
『
天
工
開
物
』
の
中
で
、
竹

紙
製
作
技
術
に
言
及
さ
れ
て
い
る
箇
所
の
挿

図
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
中
国
と
日
本
に
お
け
る
竹
紙
の

歴
史
と
最
新
の
情
報
を
文
化
財
修
理
の
観
点

か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
。
コ
ラ
ム
と
し
て
、

文
化
財
修
理
の
事
例
報
告
が
収
録
さ
れ
、
さ

ら
に
、
様
々
な
竹
紙
の
サ
ン
プ
ル
や
、
中
国

で
の
現
地
調
査
記
録
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
付
属
し
て

お
り
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

和
紙
の
原
料
は
、
楮こ
う
ぞな
ど
の
樹
皮
繊
維
が

主
だ
が
、
中
国
で
は
古
く
か
ら
竹
繊
維
が
紙

の
主
原
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
竹
紙
を
料

紙
と
す
る
書
画
類
、
典
籍
が
中
国
か
ら
日
本

に
数
多
く
伝
来
し
、
竹
紙
自
体
も
輸
入
さ
れ

た
。
文
化
財
の
修
理
に
あ
た
っ
て
は
、
補
修

用
の
竹
紙
を
確
保
し
、
竹
紙
の
原
材
料
や
製

造
過
程
を
知
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

日
本
の
和
紙
生
産
と
同
様
に
、中
国
で
も
、

竹
紙
生
産
は
存
亡
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
お

り
、
伝
統
的
な
手
法
で
高
品
質
の
竹
紙
を
製

作
す
る
生
産
者
は
、
20
世
紀
末
頃
か
ら
急
激

に
減
少
し
て
い
る
と
い
う
。
一
方
で
、
国
の

支
援
を
受
け
、
文
化
財
修
理
に
用
い
る
竹
紙

の
復
元
が
複
数
の
工
房
で
行
わ
れ
、
現
地
の

修
理
技
術
者
と
の
連
携
も
模
索
さ
れ
て
い
る

と
い
う
明
る
い
話
題
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。

資
料
保
存
に
携
わ
る
自
ら
の
業
務
で
も
、
あ

る
特
定
の
和
紙
や
筆
な
ど
を
も
う
入
手
で
き

な
い
と
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
中
国
の
事

例
は
、
原
材
料
・
用
具
の
確
保
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
手
掛
か
り
と
な
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

付
属
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
、『
天
工
開
物
』
で

の
製
法
に
準
じ
た
、
伝
統
的
な
竹
紙
製
作
の

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

紙
を
漉
く

簀す

に
漆
が
塗
ら
れ
て
い
る
の
は
日
本
の
も
の

と
異
な
る
特
徴
で
あ
り
、
防
腐
効
果
と
表
面

を
滑
ら
か
に
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
う
。
製

紙
工
程
に
は
地
域
差
が
み
ら
れ
、
例
え
ば
、

竹
の
処
理
過
程
で
の
尿
か
け
や
日ひ
ざ
ら晒
し
、
ネ

リ
（
紙
漉
き
の
た
め
に
紙
料
に
混
ぜ
る
植
物

粘
液
。
紙
の
繊
維
を
均
等
に
分
散
さ
せ
、
漂

い
浮
か
ば
せ
る
働
き
を
す
る
）
の
有
無
と

い
っ
た
違
い
が
興
味
深
い
。

　

大
き
な
窯
に
竹
束
を
み
っ
し
り
と
隙
間
な

く
詰
め
て
蒸
す
様
子
も
、
紙
を
漉
き
、
温
め

た
壁
に
張
り
付
け
て
乾
燥
さ
せ
る
様
子
も
、

『
天
工
開
物
』
に
記
さ
れ
た
絵
と
重
な
る
。

湿
っ
た
大
判
の
紙
を
、
一
枚
ず
つ
手
に
取
っ

て
、
し
わ
に
な
ら
な
い
よ
う
刷
毛
で
の
ば
し

な
が
ら
数
秒
で
壁
に
張
り
付
け
て
い
く
。
熟

練
の
技
術
が
長
い
年
月
継
承
さ
れ
て
き
た
こ

と
に
感
動
を
覚
え
る
。

　

本
書
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
国
宝
修
理
装
潢
師
連

盟
の
定
期
研
修
会
の
開
催
に
代
え
て
出
版
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
竹
紙
の
特

徴
、
製
造
過
程
、
修
理
記
録
等
が
、
具
体
的

な
数
値
等
と
と
も
に
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
、

専
門
的
な
資
料
で
あ
る
が
、
軽
妙
な
文
体
の

論
文
も
あ
り
、
写
真
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
付
い
て
い

る
の
で
、
専
門
家
で
な
く
と
も
、
文
化
財
や

製
紙
に
興
味
が
あ
る
人
に
と
っ
て
、
楽
し
く

参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。　
　
　
（
吉
井 

伶
奈
）
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中
西
文
庫

あの人の蔵書

吉
原 

努

中な
か
に
し西
寅と
ら
お雄
の
履
歴

　

中
西
寅
雄
（
１
８
９
６‐１
９
７
５
）
は
和

歌
山
県
出
身
。
大
正
９
（
１
９
２
０
）
年
東

京
帝
国
大
学
経
済
学
部
商
業
学
科
卒
業
、

助
教
授
を
経
て
大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
か

ら
約
３
年
間
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
経
営
学

（Betriebsw
irtschaftslehre

）
を
学
び

ま
し
た
。

　

教
授
就
任
後
の
昭
和
６
（
１
９
３
１
）
年
、

主
著
『
経
営
経
済
学
』
を
出
版
し
、
マ
ル
ク

ス
経
済
学
に
影
響
を
受
け
た
個
別
資
本
説

の
提
唱
に
よ
っ
て
、
当
時
の
学
界
に
影
響
を

与
え
ま
し
た
。

　

東
京
帝
国
大
学
学
長
に
よ
る
教
授
への
処

分
（
平
賀
粛
学
）
に
抗
議
す
る
た
め
、
中
西

は
昭
和
14
（
１
９
３
９
）
年
に
複
数
の
教
授
と

と
も
に
辞
表
を
提
出
し
て
辞
職
し
ま
し
た
。

　

陸
軍
、
企
画
院
、
経
済
安
定
本
部
、
大

蔵
省
で
原
価
計
算
基
準
の
策
定
に
携
わ
り
、

企
業
会
計
制
度
対
策
調
査
会
が
昭
和
24

（
１
９
４
９
）
年
に
公
表
し
た
「
企
業
会
計
原

則
」
と
関
連
す
る
「
原
価
計
算
基
準
」
の

原
案
作
成
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
日
本
生

産
性
本
部
理
事
、
大
阪
大
学
教
授
、
慶
応

義
塾
大
学
教
授
も
歴
任
し
て
い
ま
す
。

　

愛
煙
家
で
、
約
２
時
間
の
会
議
後
、
灰
皿

に
21
本
の
吸
い
殻
が
あ
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
残
って
い
ま
す
。

中
西
文
庫
の
形
成

　

中
西
の
留
学
時
期
（
１
９
２
３
～
１
９
２
６
）

は
、
関
東
大
震
災
後
の
東
京
帝
国
大
学
図

書
館
の
再
建
期
と
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。
東

京
帝
国
大
学
経
済
学
部
で
は
、
上
野
道
輔

教
授
を
中
心
に
外
国
で
の
資
料
購
入
が
進

め
ら
れ
、
中
西
は
そ
の
補
助
に
あ
た
り
ま
し

た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
混
乱
期
、
ド
イ

ツ
・
マ
ル
ク
の
暴
落
も
あ
っ
て
、
経
済
学
及
び

経
営
学
の
文
献
を
集
め
て
い
ま
す
。
そ
の
折

に
、
中
西
は
個
人
用
と
し
て
も
図
書
を
求
め

た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

中
西
文
庫
の
概
要
　

　

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
国
立
国
会
図

書
館
の
設
立
に
先
立
っ
て
購
入
さ
れ
た
も
の

で
、
洋
書
約
２
、０
０
０
冊
、
和
書
約
１
、

０
０
０
冊
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
マ
ル
ク
ス
経

済
学
の
隆
盛
を
反
映
し
た
図
書
、
学
者
同

士
で
著
作
を
贈
呈
し
た
結
果
集
め
ら
れ
た

図
書
を
含
み
ま
す
。



標題紙（上）と冒頭（左）

金色で美しく縁どられた表紙

■ John Law, Money and trade considered: with 
a proposal for supplying the nation with money. 
First published at Edinburgh MDCCV ,  Glasgow ,  
Printed and sold by R. and A. Foulis, 1760 < 請求
記号 332.4942-L415m>

　スコットランドの財政家 J.ロー（1671

‐1729）の代表作『 貨幣貿易論 』

の第 2 版（初版 1705）。著者は豊富

な貨幣供給こそが経済発展を導くとの

主張のもと、フランスの銀行家となりま

したが、銀行券の過剰発券による混

乱を招き、失脚しました。

　『蜂の寓話』の邦題で知られる一書。オ

ランダに生まれ、イギリスで活躍した医師、

文筆家 B. マンデヴィル（1670‐1733）の

著作の第 3 版（初版 1714）。個人の利益

追求が社会をも潤す ( 副題にある「私的悪

徳が公益につながる」)という思想はスミス、

ケインズに影響を与えたとされます。

■ Bernard  Mandevil le,  The fable of the bees: or,  private 
vices, publick benefits. The third edition, London: Printed for J. 
Tonson[etc.] , 1724 < 請求記号 827.53-M272f>
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　K. マルクス（1818‐1883）の代表

的な著作『資本論』の初版。近代ヨー

ロッパにおける資本主義経済から、物

の価値や労働者と資本家の関係の分

析を行いました。

　『資本論』の邦訳は向坂逸郎訳が出版されるまで、

高畠素之訳が大正時代から昭和前期にかけて普及し

ました。第 4 版までの序文と、本文第 9 章までが訳さ

れています。（以下、第 3 冊で完結。）新潮社版、円

本ブームで出版された改造社版などの各種の邦訳が

出版されました。中西寅雄が使用した蔵書印が遊び

紙に押印してあります。 

　アメリカの経営学者、F. テイラー（1856‐1915）

の代表作、『科学的管理法』。著者は工場で労働

者を監督した経験から、作業時間の管理と工具の

統一、出来高払い賃金が生産力の向上に有効なこ

とを示しました。中西寅雄は、「近世技術の進化に

於けるテイラーシステムの意義」という論文を執筆しま

した。

■ Karl  Marx ,  Das Kapital :  Krit ik der pol i t ischen Ökonomie. 1.  Bd. Buch I :  Der 
Produktionsprocess des Kapitals. Hamburg : O. Meissner, New-York : L. W. Schmidt, 
1867< 請求記号 330.1-M392k> 

■『マルクス全集』第 1 冊 資本論　第 1 巻第
1 冊　高畠素之 訳　大鐙閣　1920
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2127492

（モノクロ画像）

■ Frederick Winslow Taylor, The principles 
of scientific management. New York and 
London : Harper & Brothers, 1919< 請求記
号 658-T241p>

初版の背表紙

表紙に描かれた模様

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2127492


■参考文献（<> 内は当館請求記号）
老川茂信 著『独逸貨幣没落物語』万里閣　1931　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1280142

「「資本論」の初版本」『国立国会図書館月報』46 号　1965.1　p.9<Z21-146>
庄野新「国立国会図書館の洋書　その成り立ちのあらまし」『国立国会図書館月報』300 号　1986.3　
pp.2-13<Z21-146>
鈴木鴻一郎「『資本論』( 第一巻 ) の初版本と日本」『図書』217 号　1967.9　pp.6-9<Z21-184>

「中西寅雄博士履歴及び研究歴」、森五郎「中西寅雄先生を偲ぶ」『三田商学研究』13 巻 2 号　1970.6　
pp.1-5, 221-222<Z3-296>
宇野弘蔵 著『資本論に学ぶ』東京大学出版会　1975<DA24-102>

『東京大学経済学部五十年史』東京大学出版会　1976<FB22-435>
『中西寅雄経営経済学論文選集』千倉書房　1980<DH3-276>
大村泉「日本における『資本論』第 1 巻初版（1867）オリジナル刊本の蒐集と1920 年代のマルクスブーム」

『マルクス・エンゲルス・マルクス主義研究』60・61 号　2019.6　pp.39-56<Z3-2376>
『第 1 回国会衆議院委員会議録』昭和 22 年 10 月3日、昭和 22 年 10 月10日　国会会議録検索システ
ム https://kokkai.ndl.go.jp/#/

■資料の利用について

目録はなく、東京本館（図書別室）と関西館に分散配置しています。

■肖像の出典
黒 沢 清・ 柳 川 昇 編『 原 価 及び 原 価 管 理 の 理 論　中西 寅 雄 先 生 還 暦 記 念 論 文 集 』 森 山 書 店　
1959<335.96-Ku919g>

※ URL の最終アクセス日：2022 年 9 月20日
※背景の出典：Paper-co　https://free-paper-texture.com/blue-marble-texture/

　ドイツの経営学者、H. ニックリッシュ（1876‐

1946）の代表作。その後提唱した独自の経営

共同体論を反映し、経営成果という概念を生み

出しました。中西寅雄が使用した蔵書印と署名

の両方があります。 

　ドイツの経営学者、H. ニックリッシュ（1876-

1946）に学んだ経営学者による経営学史の一冊

です。「謹呈中西学兄」の献辞が遊び紙にあり

ます。

■『経営経済学序論』
増 地 庸 治 郎 著　 同 文 館　1926　
h t t p s : / / d l . n d l . g o . j p / i n f o : n d l j p /
pid/2388078（モノクロ画像）

■ Heinrich Nicklisch ,  Wirtschaftliche 
Betriebslehre. 5. Aufl. der Allgemeinen 
k a u f m ä n n i s c h e n  B e t r i e b s l e h r e , 
Stuttgart : C.E. Poeschel, 1922< 請求記
号 650.1-N632w>

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1280142
https://kokkai.ndl.go.jp/#/
https://free-paper-texture.com/blue-marble-texture/
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2388078
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2388078
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世
界
図
書
館
・
情
報
会
議
（
国
際
図
書
館
連
盟
（
Ｉ

Ｆ
Ｌ
Ａ
）
年
次
大
会
）
に
つ
い
て
（
令
和
４
年
７
月

26
日
～
29
日
）

　

近
年
の
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
年
次
大
会
は
、大
会
が
中
止
さ
れ
た
り（
令

和
２
年
）、
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

た
り
（
令
和
３
年
）
し
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
は
、
３
年
ぶ
り

に
ダ
ブ
リ
ン
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
に
て
集
合
形
式
で
開
催
さ
れ
、

96
の
国
と
地
域
か
ら
約
１
、９
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
期

間
中
は
、分
科
会
等
に
よ
る
多
数
の
公
開
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、

関
連
企
業
等
が
出
展
す
る
展
示
会
や
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
例
年
、
年
次
大
会
に
合
わ
せ
て

開
催
さ
れ
る
国
立
図
書
館
長
会
議
（
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
）
も
、
７
月
27

日
に
集
合
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
一
部
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
除
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

の
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
世
界
的
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
収
束
し
て
い
な
い
状
況
も
鑑

み
、
国
立
国
会
図
書
館
か
ら
の
参
加
は
見
送
り
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
最
高
機
関
で
あ
る
総
会

は
、
年
次
大
会
後
の
８
月
25
日
に
、
集
合
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
報
告
、
年
次
報

告
、
会
計
報
告
等
の
後
に
予
め
提
出
さ
れ
た
議
題
に
対
し
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
館
か
ら
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

し
、
提
出
さ
れ
た
動
議
に
つ
い
て
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
回
の
年
次
大
会
は
、
令
和
５
年
８
月
21
日
～
25
日
に
ロ
ッ

テ
ル
ダ
ム
（
オ
ラ
ン
ダ
）
で
開
催
予
定
で
す
。

 

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
業
務
交
流

　

令
和
４
年
９
月
21
日
に
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
（
Ｎ
Ｌ
Ｋ
）

と
の
業
務
交
流
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

前
半
で
は
、
基
調
報
告
と
し
て
、
両
館
の
現
況
と
課
題
に
つ

い
て
双
方
か
ら
報
告
し
、質
疑
を
行
い
ま
し
た
。後
半
で
は
、「
国

立
図
書
館
に
よ
る
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
発
信
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
Ｎ
Ｌ
Ｋ
は
、
各
種
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
収
集
・
サ
ー

ビ
ス
状
況
や
、
著
作
権
調
査
及
び
権
利
者
不
明
著
作
物
の
発
掘

を
中
心
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
遠
隔
サ
ー
ビ
ス
活
性
化
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
当
館
は
、
電
子
展
示
会

に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
の
取
組
に
つ
い
て
、「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
イ

メ
ー
ジ
バ
ン
ク
」
や
「
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
」
を
具
体
例
と
し
て
、

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
発
信
の
視
点
か
ら
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
質
疑
を
行
い
、
両
館
の
今
後
の
課
題
や
展
望
に
関
し

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
６
２
号

　

陸�

上
自
衛
隊
の
改
編
を
め
ぐ
る
動
向
―
南
西
諸
島
防
衛
問
題

と
の
関
連
を
中
心
に
―　
　

　

解
雇
無
効
時
の
金
銭
救
済
制
度

　

地�

方
税
の
徴
収
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
―
地
方
税
の
徴
収
率

を
規
定
す
る
要
因
は
何
か
―

　

主�

要
諸
外
国
の
上
院
議
員
の
選
出
方
法
―
地
域
代
表
と
一
票

の
格
差
を
め
ぐ
っ
て
―
（
資
料
）

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

A4　110頁　月刊　1,100円（税込）　A4　110頁　月刊　1,100円（税込）　
発売　日本図書館協会　　　　　　　発売　日本図書館協会　　　　　　　



31 国立国会図書館月報 740号 2022.12

数字で見る国立国会図書館：『国立国会図書館年報 令和2年度』から 1 31-34

電子資料の長期保存ABC：そのディスク、まだ読めますか？� （木下 貴文） 2 19-23

ミニ電子展示「本の万華鏡」第30回　天下タイ平：魚と人の江戸時代� 2 28-29

IFLA年次大会� 3 22

『在伯日本移民歴史調査記録』：ガラス乾板のデジタル化� （藤原 夏人） 4 12-15

電子展示会「近代日本人の肖像」� 4 20-23

大公開！　国立国会図書館での資料のデジタル化事業 5 6-15

国立国会図書館が赤坂離宮にあった頃� 6 4-12

ミニ電子展示「本の万華鏡」第31回　成人の儀式：古代から近世まで� 6 24-25

第57回貴重書等指定委員会報告：新たな貴重書のご紹介 7/8 6-17

NDLイメージバンク 7/8 18-19

学研都市の思い出� （森見 登美彦） 9/10 4-9

特集　関西館20周年 9/10 10-21

　変化でひもとく関西館の20年�  9/10 12-15

　座談会　関西館よもやま話� 9/10 16-21

地図で見る関西館：けいはんな学研都市のいまむかし�  9/10 22-26

国立国会図書館関西館開館20周年記念　第30回関西館資料展示　巨大書庫には何があ
る？：関西館資料展示を振り返る�

9/10 32-33

憲政資料室の新規公開資料から� 11 6-14

蔵書の新たな探索方法を創る：NDLのOCRテキスト化� 11 15-19

スペイン語でつながる子どもの本：スペインと中南米から� 11 20-26

特別企画　鉄道150年　国立国会図書館の鉄道関係資料� 12 5-18

　国立国会図書館資料にみる鉄道関係資料：鉄道を調べる� （三木 理史） 12 6-15

　鉄道150年を知る本 � 12 16-17

　ミニ電子展示「本の万華鏡」第32回　鉄道が変えたコト・モノ� 12 18

読書が変わる？　国立国会図書館の新たなサービス　“個人送信”Q&A� 12 20-24

一般記事

年間索引
国立国会図書館月報

憲政資料室の新規公開資料から 11 6-14

凡例

記事タイトル 掲載号（月） 掲載ページ数
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（第26回）館長 吉永元信と読む浄瑠璃本の世界� （吉永 元信） 1 8-17

（第27回）明治・大正の園芸雑誌と近代園芸の啓蒙者たち� （中嶋 恵子） 2 6-17

（第28回）日本美術に魅せられた二人の英国人� （瀧澤 和子） 3 10-17

「完全なブックマン」による東洋の手漉製紙の研究：Old papermaking in China and 
Japan� （金森 健太郎）

1 3-7

INAKA：山と遊んだ居留外国人たち� （益本 禎朗） 2 1-5

『小公子』：深く幼子を愛し、其恩を思ふ� （山﨑 優里亜） 3 1-4

『花隠桜花帖』：「三熊派」広瀬花隠の桜たち� （石田 暁子） 4 1-5

Tales of mystery and imagination：神秘と幻想の物語� （井田 敦彦） 5 1-5

『リーンハルトとゲルトルート』小説に描かれた理想像：家族、国家、そして教育

� （三浦 啓）
6 1-3

「現代本邦築城史」第二部第一巻から：東京湾に建設された海堡� （冨田 穰治） 7/8 1-5

『日本昆虫大図鑑』：昆虫の探求� （小針 泰介） 9/10 1-3

「百鳥図」：雪斎の画、ほとんど諸侯の技量に非ざるなり� （武田 和也） 11 1-5

『処世秘訣集』：90年前のライフハックは、今でも通用する？� （児玉 安奈） 12 1-4

（第4回）新聞写真の歴史と背景� （葦名 ふみ） 5 17-30

（no.4）柴田 洋子　収集書誌部 収集・書誌調整課 収集企画係長� 1 26-29

（no.5）服部 菜都子　利用者サービス部 複写課 遠隔複写係� 2 24-27

（no.6）山田 真理　利用者サービス部 サービス運営課 総合案内係� 3 18-20

（no.7）福林 靖博　電子情報部 電子情報企画課 課長補佐� 4 16-19

（no.8）池田 大希　電子情報部 システム基盤課 業務システム運用係長� 5 32-35

（no.9）中島 美奈　国際子ども図書館 資料情報課 展示係長� 6 20-23

（no.10）（終）岡本 常将　関西館 電子図書館課 課長補佐� 9/10 28-31

資料の世界の歩き方
写真を読む

今月の一冊

国立国会図書館で
働いてます
Season2

本の森を歩く

東京都立中央図書館� （夏目 雅之） 3 5-9

ロンドンの図書館� （田幡 琢磨） 7/8 20-25世界図書館紀行

日本図書館紀行
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黒子ときどき夜当番 2 18

コンテンツもひともつなぎます 3 23

「極秘」の任務？ 4 24

「デジタル化への旅支度」 5 16

オンライン研修までの道のり 6 13

地図よ、人の営みよ、永遠なれ 7/8 26

表紙は雑誌の顔です 9/10 27

支部図書館職員研修への道のり 11 27

分岐点にて 12 19

全国出版協会70年史：1949-2019� （千歳 誠之） 2 30

知らない地球がここにある：神奈川県立生命の星・地球博物館紹介映像� （後藤 茉莉） 3 21

和歌山県人ブラジル移住100周年記念誌� （岩下 詩帆） 4 25

東北方言オノマトペ（擬音語・擬態語）用例集：青森県・岩手県・宮城県・福島県

� （伊藤 響）
5 31

ミャンマーの木造建築文化� （杉野 晟也） 6 26

日本酒類販売70年史：1949-2019� （諸橋 邦彦） 7/8 27

ミュオグラフィ：21世紀の透視図法� （田中 耀子） 9/10 34

東アフリカ・インド洋島嶼地域ザンジバルにおけるダガー漁と人々の暮らし
� （宇野 亮一）

11 28

竹紙の現在と文化財修理� （吉井 伶奈） 12 25

館内スコープ

本屋にない本

③プレスする� 1 18-24

④調べる� 4 6-11

本をまもる
保存・修復の道具

（第6回）旧蔵者は誰?!　松平慶民の蔵書� （曽木 颯太朗） 6 14-19

（第7回）中西文庫� （吉原 努） 12 26-29

あの人の蔵書
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バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は

Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
も
よ
め
る
よ

https://www.ndl.go.jp/jp/publication/geppo/

冊子版のご購入については、公益社団法人 日本図書館協会へお問い合わせください。バックナンバーも取り扱っています。
〒104-0033　東京都中央区新川1-11-14　電話　03（3523）0812（販売）

https://www.ndl.go.jp/jp/publication/geppo/
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